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第
四
章
第
六
節
中
第
五
十
二
条
を
第
五
十
七
条
と
し
、
第
五
十
一
条
を
第
五
十
六
条
と
し
、
同
節
を
同
章
第
八
節
と

す
る
。

第
四
章
第
五
節
中
第
五
十
条
を
第
五
十
五
条
と
し
、
第
四
十
七
条
か
ら
第
四
十
九
条
ま
で
を
五
条
ず
つ
繰
り
下
げ
、

同
節
を
同
章
第
七
節
と
す
る
。

第
四
章
第
四
節
中
第
四
十
六
条
を
第
五
十
一
条
と
し
、
第
四
十
五
条
を
第
五
十
条
と
し
、
第
四
十
四
条
を
第
四
十
九

条
と
し
、
同
節
を
同
章
第
六
節
と
す
る
。

内
閣
府
本
府
組
織
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

令
和
三
年
三
月
三
十
一
日

内
閣
総
理
大
臣

菅

義
偉

政
令
第
百
九
号

内
閣
府
本
府
組
織
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

内
閣
は
、
内
閣
府
設
置
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
八
十
九
号
）
第
十
七
条
第
三
項
、
第
四
項
及
び
第
八
項
か
ら
第
十

項
ま
で
、
第
四
十
条
の
四
第
四
項
、
第
四
十
条
の
五
第
四
項
並
び
に
第
四
十
条
の
六
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の

政
令
を
制
定
す
る
。

内
閣
府
本
府
組
織
令
（
平
成
十
二
年
政
令
第
二
百
四
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次
中
「
第
三
節

宇
宙
開
発
戦
略
推
進
事
務
局
（
第
四
十
二
条
・
第
四
十
三
条
）」を
「
第
三
節

科
学
技
術
・
イ

第
四
節

健
康
・
医
療
戦

第
五
節

宇
宙
開
発
戦
略

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進
事
務
局
（
第
四
十
二
条

第
四
十
四
条
）

略
推
進
事
務
局
（
第
四
十
五
条
・
第
四
十
六
条
）

推
進
事
務
局
（
第
四
十
七
条
・
第
四
十
八
条
）

」に
、「
第
四
節
」
を
「
第
六
節
」
に
、「
第
四
十
四
条

第

四
十
六
条
」
を
「
第
四
十
九
条

第
五
十
一
条
」
に
、「
第
五
節
」
を
「
第
七
節
」
に
、「
第
四
十
七
条

第
五
十
条
」
を

「
第
五
十
二
条

第
五
十
五
条
」
に
、「
第
六
節
」
を
「
第
八
節
」
に
、「
第
五
十
一
条
・
第
五
十
二
条
」
を
「
第
五
十
六

条
・
第
五
十
七
条
」
に
、「
第
五
十
三
条

第
五
十
五
条
」
を
「
第
五
十
八
条

第
六
十
条
」
に
改
め
る
。

第
一
条
中
「
八
人
」
を
「
七
人
」
に
改
め
る
。

第
三
条
第
一
号
中
ヘ
か
ら
リ
ま
で
を
削
り
、
同
号
ヌ
中
「
第
三
号

」
を
「
第
三
号

」
に
改
め
、
同
号
ヌ
を
同
号

ヘ
と
し
、
同
号
ル
中
「
ヌ
」
を
「
ヘ
」
に
改
め
、
同
号
ル
を
同
号
ト
と
し
、
同
号
ヲ
を
同
号
チ
と
し
、
同
号
ワ
中「
ヲ
」

を
「
チ
」
に
改
め
、
同
号
ワ
を
同
号
リ
と
し
、
同
号
中
カ
を
ヌ
と
し
、
ヨ
を
ル
と
し
、
同
条
第
三
号
中

か
ら

ま
で

を
削
り
、

を

と
し
、

か
ら

ま
で
を

か
ら

ま
で
と
し
、
同
号

中
「

か
ら

ま
で
」
を
「

か
ら

ま

で
」
に
改
め
、
同
号

を
同
号

と
し
、
同
号
中

を

と
し
、

か
ら

ま
で
を

か
ら

ま
で
と
し
、
同
号

中

「

及
び

」
を
「

及
び

」
に
改
め
、
同
号

を
同
号

と
し
、
同
号
中

を

と
し
、

か
ら

ま
で
を

か

ら

ま
で
と
し
、

を
削
り
、

を

と
す
る
。

第
八
条
第
六
項
中
「
十
八
人
」
を
「
十
五
人
」
に
改
め
る
。

第
二
十
条
第
三
項
中
「
四
十
三
人
」
を
「
三
十
七
人
」
に
改
め
る
。

第
五
十
五
条
を
第
六
十
条
と
し
、
第
五
十
四
条
を
第
五
十
九
条
と
し
、
第
五
十
三
条
を
第
五
十
八
条
と
す
る
。

地
方
税
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

令
和
三
年
三
月
三
十
一
日

内
閣
総
理
大
臣

菅

義
偉

政
令
第
百
八
号

地
方
税
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

内
閣
は
、
地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
三
年
法
律
第
七
号
）
の
一
部
の
施
行
に
伴
い
、
並
び
に
地

方
税
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
二
十
六
号
）
第
二
百
九
十
五
条
第
三
項
及
び
第
七
百
四
十
七
条
の
五
の
二
第
二

項
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

地
方
税
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
五
年
政
令
第
二
百
四
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
十
七
条
の
三
第
一
号
中
「
及
び
扶
養
親
族
」
の
下
に「（
年
齢
十
六
歳
未
満
の
者
及
び
法
第
三
百
十
四
条
の
二
第

一
項
第
十
一
号
に
規
定
す
る
控
除
対
象
扶
養
親
族
に
限
る
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。）」
を
加
え
る
。

第
五
十
七
条
の
二
中
「
第
七
号
に
」
を
「
第
八
号
に
」
に
改
め
、
同
条
の
表
第
五
十
七
条
の
五
の
二
第
七
号
の
項
中

「
第
五
十
七
条
の
五
の
二
第
七
号
」
を
「
第
五
十
七
条
の
五
の
二
第
八
号
」
に
改
め
る
。

第
五
十
七
条
の
五
の
二
第
七
号
及
び
第
八
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

七

自
動
車
税
の
種
別
割

八

法
人
の
市
町
村
民
税

第
五
十
七
条
の
五
の
二
に
次
の
四
号
を
加
え
る
。

九

固
定
資
産
税

十

軽
自
動
車
税
の
種
別
割

十
一

事
業
所
税

十
二

都
市
計
画
税

附
則
第
三
十
九
条
を
削
り
、
附
則
第
四
十
条
を
附
則
第
三
十
九
条
と
す
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
政
令
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
地
方
税
法
施
行
令
第
四
十
七
条
の
三
第
一
号
の

改
正
規
定
及
び
次
項
の
規
定
は
、
令
和
六
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
市
町
村
民
税
に
関
す
る
経
過
措
置
）

２

こ
の
政
令
に
よ
る
改
正
後
の
地
方
税
法
施
行
令
（
次
項
に
お
い
て
「
新
令
」
と
い
う
。）の
規
定
中
個
人
の
市
町
村

民
税
に
関
す
る
部
分
は
、
令
和
六
年
度
以
後
の
年
度
分
の
個
人
の
市
町
村
民
税
に
つ
い
て
適
用
し
、
令
和
五
年
度
分

ま
で
の
個
人
の
市
町
村
民
税
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
特
定
徴
収
金
に
関
す
る
経
過
措
置
）

３

新
令
第
五
十
七
条
の
五
の
二
（
第
七
号
、
第
九
号
、
第
十
号
及
び
第
十
二
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。）の
規
定
は
、

令
和
五
年
度
以
後
の
年
度
分
の
地
方
税
に
係
る
地
方
税
法
第
七
百
四
十
七
条
の
五
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
特
定
徴

収
金
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

総
務
大
臣

武
田

良
太

財
務
大
臣

麻
生

太
郎

内
閣
総
理
大
臣

菅

義
偉
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